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財団法人大阪市文化財協会設立の趣旨

　大阪は、古代に唐の長安を模したといわれている難波宮がつくられ、また中世には石山本願寺を中心に栄

え、秀吉の大坂城築造により城下町として政治外交の中心地となり、徳川時代になると、商人の町として発

展し、他に類のない繁栄を見せることとなりました。このような、歴史的な背景からも、大阪には数多くの

文化遺産が残されていることは容易にうなずけるところであります。しかし、近時、経済の高度成長に起因

した都市開発が急激に進められており、埋蔵文化財の包蔵地を何らかの形で破壊する結果を招いていること

は、誠に憂慮に耐えないところであります。もとよりこうした事情は全国的に見受けられることであり、各

地において遺跡保護のための緊急発掘調査の必要性が生じてきております。大阪市におきましても、これに

対応して国民的財産である文化遺産を後世に伝えていくため、市民と一体となって文化財の保護にあたるこ

とが何よりも肝要であると痛感するものであります。大阪市では、１９６０年に難波宮址顕彰会を組織し、難波

宮跡の発掘および史跡公園の整備を行ってきました。１９７５年には高速道路建設のために遺跡調査が必要とな

り、高速大阪東大阪線難波宮跡調査会を組織し、１９７４年６月には地下鉄谷町線延長工事に伴う市内南部方面

の遺跡調査会を組織して、それぞれ市内埋蔵文化財の発掘調査、整備を担当し、着々とその成果をあげてお

ります。しかし、何分にも埋蔵文化財の分布状況が広範囲多様にわたっており、実態調査や発掘調査により

出土した遺物の整理も充分とはいえない状態であります。大阪市としても、大阪の歴史を解明する学術研究

を目途に埋蔵文化財の保護とその調査体制を強化充実しなければならない事態に直面しています。そこで、大

阪市において、埋蔵文化財の発掘調査を主体としてきた従来の上記３団体を統合し、発掘調査、遺物の整理

等の迅速化や事務の簡素化をはかるとともに、新たに広範囲な文化財保護思想の普及と啓発をあわせ行うこ

とが緊要であり、組織財政基盤を確立するため、財団法人大阪市文化財協会を設立します。

「財団法人大阪市文化財協会 設立趣意書」（１９７９年６月）より

大極殿の調査（難波宮址顕彰会） 地下鉄工事に伴う調査（長原遺跡調査会）

（目　的）
第３条　この法人は、大阪市内における文化財の調
査、整理及び保存を行い、文化財の活用の積極的な
推進を図り、もって市民文化の発展に寄与すること
を目的とする。
（事　業）
第４条　この法人は、前条の目的を達成するために
次の事業を行う。

大阪市文化財協会の目的及び事業（寄付行為より抜すい）

（１）埋蔵文化財の調査、整理及び保存
（２）史跡、名勝及び天然記念物の調査及び保存
（３）有形、無形及び民俗文化財の調査及び保存
（４）文化財に関する出版物の刊行
（５）  その他、前条の目的を達成するために必要な
　　  事業



２０ 年 の あ ゆ み

１９７９年　財団法人大阪市文化財協会設立

１９８０年　難波宮東方官衙の調査

１９８１年　区画整理事業に伴う長原・瓜破遺跡の調査開始
市営住宅の建替えに伴う長原・山之内遺跡の調査開始

１９８２年　講演会「大阪の歴史を掘る」はじまる

１９８３年　協会職員が講師を務める「中国歴史遺産の旅」はじまる

１９８４年　加美遺跡で方形周溝墓群の調査を開始
設立５周年記念シンポジウム「難波京と古代の大阪」
設立５周年記念展示「発掘された大阪」

１９８５年　豊臣氏大坂城本丸の石垣を発掘
長原七ノ坪古墳の調査

１９８６年　文化財情報誌『葦火』創刊

１９８７年　難波宮跡内で５世紀の倉庫群発見

１９８８年　長原高廻り２号墳出土の船形埴輪の一般公開

１９８９年　復元古代船「なみはや」釜山へ航海実験
設立１０周年記念国際シンポジウム「古代船の時代－５
世紀の大阪と東アジア－」
設立１０周年記念展示「よみがえる古代船と５世紀の大阪」

１９９０年　大阪市埋蔵文化財収蔵展示室開設・「文化財講演会」開始
住友銅吹所跡の調査を開始

１９９１年　山之内遺跡でナウマンゾウの足跡化石を調査

１９９２年　森の宮遺跡で豊臣期の堀、人面墨画土器等を発見

１９９３年　前期難波宮の「朱雀門」を発見

１９９４年　設立１５周年記念講演会の開催、『大阪市文化財論集』刊行

１９９５年
森の宮遺跡で赤漆塗りの竪櫛・碇石出土
長原遺跡で古墳時代中期の屋敷地を調査
区画整理事業に伴う長原遺跡東部地区の調査開始

１９９６年
細工谷遺跡で和同開珎の枝銭や富本銭見つかる
広島藩蔵屋敷の船入り石垣確認
加美遺跡で古墳時代前期の直弧文板出土
瓜破遺跡で弥生時代中期の集落を調査

１９９７年
報告書作成室を設置
大坂城三ノ丸の塀を確認
前期難波宮の水溜め・石組み溝を調査

１９９８年　
「堂島窯」を発見、庖丁傷のあるスッポンの骨出土
『大阪市文化財協会　研究紀要』創刊

１９９９年　
我孫子南中学校に山之内遺跡の展示室を開設

森の宮遺跡の碇石

加美遺跡の直弧文板

大坂城三ノ丸の塀

堂島蔵屋敷跡出土のスッポンの骨

最近の５年間

設立から１５年



　１９７９年７月の設立以来、当協会が実施してきた大
阪市内の埋蔵文化財調査は、９８年度末までに、立会・

調査合計９，５１２件、総面積５１０，１４１㎡に達した。毎年

度の推移を見れば、８０年代後半に件数・面積とも大き

く増加し、その後はやや減少もしくは横ばい状態であ

る。ここでは最近５年間の主要成果を紹介する。

　平野区では長原・加美遺跡のほか、瓜破遺跡で弥生

時代中期の居住域・墓域の調査が行われた。竪穴住居

３棟、掘立柱建物１０棟、方形周溝墓２基が検出され、

これまで不明であったこの時期の集落の具体像が明ら
きれひがし

かとなった。また、同区喜連東遺跡では開析谷内の調
すずそうとうす

査で古墳時代中期の錫装刀子が出土した。

　東住吉区桑津遺跡でも弥生時代の井戸を調査した。

井戸からは多量の米粒のほか、魚骨やイノシシの歯が

採集された。魚骨には淡水魚だけでなく、海産の

サメ・エイなどもあり、弥生人の食生活の一端が窺われた。

　東住吉区杭全２丁目では弥生時代前期の集落、同
区照ケ丘矢田では弥生時代後期の大型壺を用いた土器

棺墓、同区山坂２丁目では古墳時代の集落跡が見つか

り、それぞれ杭全遺跡、照ケ丘矢田遺跡、山坂遺跡と

して、『大阪市文化財地図』に新たに加えられた。

　阿倍野区阿倍野筋遺跡では古墳時代前期の大型の竪

穴住居・掘立柱建物が調査された。朱を入れた土器が
どすい いいだこつぼ

出土したほか、土錘・飯蛸壺・鉄製ヤスといった漁撈

具も見つかった。同区阿倍寺跡の調査では白鳳期の瓦

や寺域を区画していた中世の大溝が検出された。

　天王寺区では細工谷遺跡のほか、縄文時代早～中期

つぼあぶみ

の土器が出土した宰相山遺跡、木製の壺鐙や多数の墨

書土器の見つかった四天王寺旧境内遺跡の調査が行わ

れた。宰相山遺跡では倉の跡と考えられる飛鳥時代の

礎石建物も確認された。

　中央区では難波宮跡や大坂城跡・城下町跡の調査が

主体を占めた。それ以外では森の宮遺跡の調査が注目
たてぐし

される。縄文時代の赤漆塗りの竪櫛がほぼ完全な姿で
いかりいし

出土し、巻き付けた蔓の残る碇石が見つかった。

　福島区堂島蔵屋敷跡では京焼系の陶器窯が発見さ

れ、北区・東淀川区では弥生・古墳時代の遺跡として

本庄東遺跡や東三国遺跡が新たに発見された。

　

年度別の調査動向 瓜破遺跡の弥生時代集落

調査の概要とその成果

森の宮遺跡の赤漆塗りの竪櫛 喜連東遺跡の錫装刀子 堂島で見つかった陶器窯
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　  難波宮跡
　１９５４年に最初の発掘が行われて以来、数々の重要

な発見がなされている。最近の最も注目される成果

は、中央体育館跡地で見つかった前期難波宮の時期

の石組み溝と池状の水溜めである。水溜めは谷筋の

最奥部につくられ、石をもって護岸された個所も

あった。水溜めの内外には丸太や板材を使った枠が

４個所に設けられ、底に玉石を敷いていた。石組み溝

は水溜めから北西方向に延びる。０．５～１．０ｍの花崗

岩の自然石を両側に積み、その上に最も重いもので

１．８ｔもの巨石を載せていた。これは同様の遺構の多い

飛鳥地域の例と比べても最大級の規模といえる。

　水溜めの南東には倉庫群が検出されており、『日本

書紀』の「難波大蔵」に当るのではないかと考えられ

ている。「養老律令」の中には「（倉庫の）側に池渠

を開け」という規定があり、水溜めとの関係が注目される。
ひとがた ふながた

　水溜めからは木簡や人形・舟形といった祭祀具も見

つかった。７世紀中頃に属す木簡は、これまで難波

宮で出土したものとともに我が国最古の部類に含まれる。

　  大坂城跡・城下町跡
　秀吉によって築かれた大坂城は２．２㎞四方という広

大な面積を占めていた。谷町筋で行った調査では、そ

の三ノ丸の西外郭と考えられる施設が初めて見つかっ

た。北部では大きな塀、南部では柵によって２８０ｍに

わたる区画が設けられていた。多量の金箔押瓦が出土

したことから、塀の内部には武家屋敷が存在したもの

と推定された。大手前１丁目の調査では豊臣期の地層

から打刀の鞘が１００本以上出土した。これは秀吉の

行った刀狩との関係で注目される。

　  長原遺跡
　近年本格的に始まった遺跡北東部の調査では、原石

からナイフ形石器をつくったことがわかる後期旧石器

時代の石器製作跡、壊した土器を埋めた古墳時代の祭

祀跡や河川に築かれたシガラミ、飛鳥時代の集落跡や

牛骨の埋納遺構が見つかっている。これらは河内平野

の厚い沖積層中に築かれた人間の営みを示すものであ

る。遺跡東部の調査では、弥生時代中期の土器がぎっ

しりと詰まった土壙や方形周溝墓、古墳時代の大型の

掘立柱建物を含む屋敷地が見つかっている。

金箔押瓦 古墳時代のシガラミ（水流を制御する施設）

石組み溝と水溜め遺構 木簡を転用した人形



　  細工谷遺跡
　難波宮の南方約１．８㎞にあり、難波京のほぼ中央に位置する遺跡である。

全国で初の出土となった和同開珎の枝銭や、近年我が国最古の銭貨として
ふほんせん

注目されている富本銭などが出土した。
るつぼ

　枝銭が見つかった奈良時代の排水路からは、バリ銭や坩堝、金属を挟む
かなはし

道具である金鉗、銅板の切り屑も発見されており、金属製品をつくる工房

が調査地付近にあったことが推定される。そこで和同開珎が鋳造されてい

た可能性も十分に考えられる。また、近くの井戸からは「百済尼」・「百尼」・

「尼寺」と書かれた墨書土器が発見され、出土した多くの瓦から想定され

た古代寺院が「百済尼寺」という名称であったことも判明した。排水路か

らは長さ２．１ｍ、幅０．３ｍのスギの板材も出土した。形態から寺院建築にみ
もこし

られる裳階部分に用いられた屋

根板と推定され、この寺院が当

時の建築の中でも格式の高いも

のであったことを窺わせた。

　古代百済郡と呼ばれたこの地

域は、百済王氏の本拠地に当る。

百済王氏は朝鮮半島にあった百

済の王族の末裔であり、「百済尼寺」は、細工谷の南東に位置する百

済寺（堂ケ芝廃寺）とともにその氏寺と考えられる。これらの成果

は日本古代史上の重要問題を説き明かす鍵となるものである。

　  蔵屋敷跡
　江戸時代の大坂は「天下の台所」と呼ばれ、川筋に

は西国を中心とした諸藩の蔵屋敷が立ち並んでいた。

北区にある広島藩蔵屋敷では船入りの部分が調査さ

れ、護岸の石垣が比較的良好な状態で見つかった。船

入りの底に堆積した地層からは、年貢米を輸送した際

に付けられた荷札木簡が３００点余り出土した。参勤交

代の途上、藩主が宿泊するために設けられた御殿跡や

米蔵などの遺構も確認された。

　福島区でも蔵屋敷の礎石建物や塀の跡が見つかっ

た。この蔵屋敷の下層からは１８世紀初めの陶器窯と

その附属施設が検出された。まとまって出土した庖丁

傷のあるスッポンの骨は大阪人のグルメぶりを語る。

　  加美遺跡
　平野区の加美遺跡は弥生時代中期の巨大墳丘墓の見

つかった遺跡として知られる。近年の調査では弥生時

代中期の方形周溝墓が新たに２基見つかった。周溝内

からは葬送儀礼に用いた多数の土器や鳥形木製品が出

土した。墓の周辺には水田が広がっていた。弥生時代

後期～古墳時代前期になると、遺跡は河内平野屈指の

大集落に成長する。微高地上に集落や墓が営まれ、そ

の北側に水田が広がっていることがわかってきた。こ
ちょっこもん

の時期の流路から木製農工具や直弧文を彫刻した板材
じんめんぼくがどき

が出土した。また、奈良時代の大溝から人面墨画土器
ひとがた

や人形・絵馬などが見つかった。このことは付近に重

要な施設があったことを予測させる。

和同開珎の枝銭

「百済尼」・「百尼」と墨書された甕

広島藩蔵屋敷船入りの石垣 弥生時代中期の方形周溝墓



保存処理
　遺跡で出土する遺物には、材質や傷み具合からその

ままでは取り上げるのが困難なものがある。また、金

属製品・木製品など、普通の保管方法では損なわれて

しまうものも少なくない。このような遺物を展示など

に活用し、後世に伝えるために８８年から担当職員を

置き、現場での取上げから保管に至るまでの科学的な

調査・保存処理を進めている。脆弱な遺物が出土した

場合、現場で応急処置を行い取上げる。また、地層の

堆積状況や遺構そのものを記録・保存するために剥取

り転写、型取りなども行っている。

　発掘調査の成果を市民にいち早く伝えるため、現地

説明会を適宜行っている。また年１回、「大阪の歴史

を掘る」講演会を開催し、その年の成果を報告し、遺

物の展示・解説を行っている。発掘情報は隔月刊行の
あしび

雑誌『葦火』で伝え、９９年１０月号で８２号を数えた。長

原調査事務所では、９０年より『文化財講演会』を各年

のテーマに沿って年３回開き調査・研究の成果を報告

している。また随時『東アジアの歴史を探る』講演会

で、東アジア諸地域の考古学事情を紹介した。

　難波宮および長原調査事務所では、各々１室に発掘

調査の出土品を展示し、学生や市民の利用に供してい

る。また、９３年度から大阪市立博物館に「大阪市の考

古学」コーナーが設けられ、現在まで１９回の展示を

行った。他に市内の学校・公共施設等での展示企画

と、それに伴う遺物の貸し出しに協力している。

　年１回、市民が中国の遺跡を訪ねる『中国歴史遺産

の旅』は１８回を数えた。また、海外からの研究者の受

入れを積極的に行い、情報交換と交流を深めている。

　一方、土器や埴輪の製作体験や難波宮史跡公園にお

ける体験発掘などの体験型学習の催し、学校教育への

協力などに取り組み、「（仮称）大阪市立新博物館・考

古資料センター」の設立準備にも係わっている。

　また、９９年度からホームページを開設し、情報の発

信にも努めている。

　

　保存処理対象となる遺物については、Ｘ線透視テレ

ビカメラシステムを用いて構造や遺存状態の調査をは

じめとする保存処理前の情報を記録する。その後、金

属製品の場合は不要な錆を取り除き、樹脂を含浸して

強化する減圧樹脂含浸処理を行っている。木製品の場

合は遺物に含まれている水分を糖アルコールに置換し

て固定する糖アルコール含浸処理の開発・研究を推し

進め、実用化に至っている。保存処理後の遺物は、温

湿度を一定に保つことができる特別収蔵庫で保管して

いる。

切り取った遺構 Ｘ線透視テレビカメラシステム

「大阪市の考古学」コーナーの展示製作した土器の焼成

普及啓発

保存処理
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